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 研究結果  

本研究では、ベトナム・仏印・日本の関連資料を精査し、それぞれの研究者の視点から、戦前期の日本

の対仏印経済・貿易政策を検討した結果、以下の点が明らかになった。 

第一に、戦前期の日本企業は、仏印北部にある「戦略物資」としての鉱物を、仏印南部にある「戦略物

資」としての米・ゴムを獲得するため、仏印へ進出した。外国の仏印進出に対して排他的な政策をとってい

た仏国に対して、日本は、仏印の排他的経済政策・関税障壁を乗り越え、日本の企業の仏印への進出や、

日本商品の仏印への輸出増加を促進する政策で対抗した。 

第二に、1930 年代の日本と仏印間の貿易は漸進的に発展したが、仏印側から見ても日本側から見ても、双

方の貿易関係はまだまだ希薄であった。ところが、1940 年代の日本の対東南アジア貿易の中で、対仏印貿易は

急速に拡大し、対東南アジア貿易の中で第一位の地位を占めるようになった。しかし、その貿易量拡大は自然な

ものではなく、日本軍の仏印進駐を背景とした軍事的威嚇による強制的発展であり、また太平洋戦争勃発の中

での日本の食糧・物資確保を目的とした貿易拡大であった。さらに、日本の対蘭印、英馬、フィリピン貿易の減少

の結果としての相対的な増加であったとも考えられる。また、仏印・日本貿易の構造も激変した。仏印からの輸出

において、1920 年代には、米が輸出総額の約６０－９０％を占めたが、1930 年代には石炭が輸出総量で８５

％、輸出総額で５０％を占めるようになった。また輸出総額の４０％はゴム、鉱産物が占めるようになった。しかし、 

1940 年代になると、米を中心とする食料輸出額が再び増加し、輸出総額の約７０％を占めるようになった。他

方、日本からの輸入では、一貫して織物が最大の輸入商品であり、金額・数量とも年々増加していったが、、1942

年には、輸入総額の７０％を占めるまでになった。 

第三に、仏印の対日貿易は一貫して出超であり、特に1940年代に入ると、太平洋戦争の下で日本の対仏印

貿易入超は益々深刻になった。これに対応して、日本は入超の決済を「特別円」によって行った。この決済制度は

、日本が巨額の資金を調達し、その立替えのためにピアストル貨をほぼ無制限に乱発することによって、他の南部

占領地との買い取り貿易と同様に、対仏印貿易の実態を、戦略物資、食糧の収奪貿易へと変化させたものであ

った。 
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